
2月11日（火・祝）、小学生を対象とした「栃木トヨタ自動車プレゼンツ 榎本遼香 飛び込みチャ

レンジ2025」が日環アリーナ栃木で開催されました。このイベントは、子どもたちに飛込競技の

楽しさや挑戦することの大切さを伝えることを目的としたもので、2度のオリンピック出場

経験を持つ榎本遼香さんを講師に迎えました。榎本さんの講演会と、実際に飛込競技を体験

できるプログラムが組まれ、参加した子どもたちにとっては貴重な機会となりました。
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本イベントは、榎本さんによる講演会「自分の
可能性を信じて努力すること〜オリンピック
出場を叶えた3つの習慣〜」からスタートし
ました。自己紹介を交えながら、クイズ形式
で飛込競技の魅力を紹介し、参加者は競技に
ついて楽しみながら学びました。

榎本さんは、小学生の頃に抱いた「オリン
ピック選手になりたい」という夢と、それを
叶えるまでの困難を振り返りました。恩師と
の別れや病気を乗り越え、「飛込競技でオリ
ンピックに出たい」という強い目標を支えに
努力を重ね、東京オリンピックに出場。さら
に、パリオリンピックを目指す中での挑戦
や、多くの支えへの感謝を語り、今後は競技を
続けながら子どもたちへの指導にも携わり
たいという新たな夢を明かしました。

夢を叶えるための3つの習慣として、「記録を
すること」「気持ちを書いてみること」「素直
でいること」を紹介し、子どもたちには日記
や気持ちを書き留めるための特別なノート
が配られました。「今日から少しずつでも
実践して、自分の夢に向かって努力を続けて
ほしい」とメッセージを送りました。

飛込教室では、榎本さんをはじめとする現役
トップ選手やトレーナーが指導を行いました。
参加者は5つのグループに分かれて「前棒飛び」
の技術を学びました。コーチたちは丁寧にアド
バイスをし、参加者は少しずつ自信を深め
ながら技を習得していきました。

参加者のほとんどは飛込未経験でしたが、
コーチや仲間たちの励ましとアドバイスを
受け、徐々にコツをつかみながら楽しく挑戦
しました。はじめは少し怖がっていた参加
者も、最終的には飛び込み台から果敢にジャ
ンプし、飛込の魅力を存分に体感することが
できました。

また、参加者全員が榎本さんのアドバイス
に、真剣な表情で耳を傾けていました。オリ
ンピアンの指導を直接受ける貴重な体験
に、「最初は怖かったけれど、最後には思い
きり飛び込めて楽しかった!」といった喜び
の声がたくさん上がりました。榎本さんは
子どもたちに「飛込に限らず、どんなことに
も挑戦し、頑張ってほしい」という温かい
メッセージを送りました。

日本のトップダイバーと日環アリーナ栃木で
練習をしているジュニアダイバーによる
「スペシャルダイビングショー」が行われま
した。榎本さんもショーに参加し、実際の競技
会さながらの演技が披露されました。全く
水しぶきが上がらないノースプラッシュの
演技や、競技会では見られないコミカルな
演技に会場から大きな拍手が送られました。

栃木県宇都宮市出身。作新学院高等学校、
筑波大学を卒業。現在は筑波大学大学院
博士課程在学中。2023年4月より栃木トヨタ
所属。生まれも育ちも練習拠点も全て栃木
の「生粋のとちぎアスリート」。

講演会「自分の可能性を信じて努力すること」 榎本さん直接指導! 「飛込教室」

参加者の感想! 榎本さんコメント

榎本 遼香さん

1 0ｍを見た時は吸い込
まれそうで怖かったけ
ど 、次 は 飛 べ る よ う に
な り た い で す 。少 し 怖
かったけど、楽しかった
です。

米林 愛さん

飛 込 教 室 は 2 回 目 の 参
加 で 、前 回 よ り も 上手
に飛ぶことができまし
た。上手に飛べるととて
も楽しく感じることが
できました。

菅原 結衣さん

は じ め は 飛 ぶ こ と が
す ご く 怖 か っ た け ど 、
慣れてきて飛べるよう
になると楽しくなって
き ま し た 。ま た 参 加 し
たいです。

山本 惣介さん

スイミングは習っている
けど、初めての飛込で、
プールも深くて怖かっ
た 。次 は も っ と 飛 べ る
ように挑戦したいと思
います。

渡辺 良さん

スペシャル
ダイビングショー開催！


